
うるおいと活力にあふれる田園都市なかのしま
ふ る さ と

������

　町内の保育所では１２月、保護者や地域の方々への「発表会」を行っています。そこで１２月４日�、信条保育所にお
じゃましたところ、その練習の真っ最中。子どもたちは、お父さんやお母さんに披露するため、音楽に合わせてダン
スに励んでいました。

みんな元気にみんな元気に
「発表会」の練習「発表会」の練習
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総人口

男 女

世帯数

●固定資産税（第３期）　●国民年金（１２月分）
●国民健康保険税（第８期）
●介護保険料（１号被保険者・普通納付分・第８期）
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暮らしのカレンダー

記号の説明　�とき　�ところ　�対象者
　　　　　　�詳しい情報が載っているページ
　　　　　　�休日在宅当番医（ ）

行　　　事　　　等月 日行　　　事　　　等月 日

�内科医：小林医院（�６２－０５６２）
�外科医：石川医院（�６６－２１４０）
町図書館休館日

２
日
�

平　

成　
　
　

年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

１４

１２

　

日
�

１３

平　

成　
　
　

年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

１３

１２

�内科医：堀医院（�６６－２１３３）
�外科医：見附南医院（�６３－４４７７）
町図書館休館日

３
日
�

資源ごみの収集�午前８時まで�上通地区
『オスマン・サンコン』講演会＆『ママドゥ』アフリカンコンサートの
チケット発売日

　

日
�

１４

官庁仕事始め
町図書館休館日

４
日
�

　

日
�

１５

５
日
�

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）
�外科医：見附市立病院（�６２－２８００）

　

日
�

１６

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）
�外科医：見附市立病院（�６２－２８００）
消防出初め式�午前９時１５分～�町農村環境改善センター�１４ページ

６
日
�

町図書館休館日
　

日
�

１７

町図書館休館日７
日
�

定例議会（本会議）�午前１０時～�役場庁舎内議場
フッ素塗布�午後１時～�町農村環境改善センター�平成１１年４月～５
月・９月～１１月生まれ、平成１２年３月～５月生まれ�１０ページ

　

日
�

１８

８
日
�

定例議会（委員会）
　

日
�

１９

９
日
�

定例議会（委員会）
母親学級�午前９時～�町農村環境改善センター�平成１４年１月～６月
 分  娩 予定�１０ページ
ぶん べん

　

日
�

２０

４カ月児健診�午後１時３０分～�町農村環境改善センター�平成１３年８
月・９月生まれ�１０ページ

　

日
�

１０資源ごみの収集�午前８時まで�中通・中野地区　定例議会（本会議）
�午前１０時～�役場庁舎内議場　母子手帳発行・育児サークル�午前９
時３０分～�町農村環境改善センター�１０ページ

　

日
�

２１

『石原詢子』＆『上杉香織里』歌謡コンサートのチケット発売日
　

日
�

１１おはなしひろば�午後２時～�町民文化センター
　

日
�

２２

　

日
�

１２�内科医：山喜医院（�６２－０６４６）
�外科医：金井医院（�６２－０１１６）

天皇誕生日

　

日
�

２３

�内科医：石川医院（�６６－２１４０）
�外科医：金井医院（�６２－０１１６）

　

日
�

１３�内科医：山谷クリニック（�６１－１３８８）
�外科医：星整形外科医院（�６６－８８０８）
町図書館休館日 振替休日

　

日
�

２４

�内科医：はしもと小児科（�６１－２４００）
�外科医：星整形外科医院（�６６－８８０８）
町図書館休館日 成人の日

　

日
�

１４
　

日
�

２５

　

日
�

１５
　

日
�

２６

　

日
�

１６
　

日
�

２７

　

日
�

１７資源ごみの収集�午前８時まで�中条・信条・西所・三沼地区、真弓・
野口
官庁仕事納め　町図書館休館日

　

日
�

２８

母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善センタ
ー�１０ページ

　

日
�

１８町図書館休館日
　

日
�

２９

　

日
�

１９�内科医：杏仁堂医院（�６２－０１２３）
�外科医：寺師医院（�６２－０１３７）
町図書館休館日

　

日
�

３０

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）　�外科医：見附市立病院（�
６２－２８００）　町職員（平成１４年度採用）上級試験�午前１０時～�町民文
化センター�１１月号１４ページ

　

日
�

２０町図書館休館日
　

日
�

３１

町図書館休館日
　

日
�

２１�内科医：霜鳥医院（�６２－０５７９）
�外科医：石川医院（�６６－２１４０）
町図書館休館日 元日

１
日
�

平
成　

年
１
月

１４

　

先
日
、
群
馬
県
の
草
津

温
泉
に
旅
行
に
い
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
草

津
に
住
み
、
温
泉
療
法
の

有
効
性
を
説
い
た
ベ
ル
ツ
博
士
の
記
念
館

を
見
学
し
た
と
こ
ろ
、
入
澤
達
吉
氏
の
名

前
を
発
見
し
ま
し
た
。
中
之
島
町
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
の
名
前
を
旅
先
で
見
つ
け
て
、

嬉
し
く
な
る
と
と
も
に
、
入
澤
氏
の
功
績

の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

１２月１６日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
１２月２３日�
　�内 ： 山 喜 医 院 （�６２－０６４６）
　�外 ： 金 井 医 院 （�６２－０１１６）
１２月２４日�
　�内 ： 山谷クリニック （�６１－１３８８）
　�外 ： 星整形外科医院 （�６６－８８０８）
１２月３０日�
　�内 ： 杏仁堂医院 （�６２－０１２３）
　�外 ： 寺 師 医 院 （�６２－０１３７）

１月１日�
　�内 ： 霜 鳥 医 院 （�６２－０５７９）
　�外 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）
１月２日�
　�内 ： 小 林 医 院 （�６２－０５６２）
　�外 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）
１月３日�
　�内 ： 堀 医 院 （�６６－２１３３）
　�外 ： 見附南医院 （�６３－４４７７）
１月６日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）

１月１３日�
　�内 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）
　�外 ： 金 井 医 院 （�６２－０１１６）
１月１４日�
　�内 ： はしもと小児科 （�６１－２４００）
　�外 ： 星整形外科医院 （�６６－８８０８）
１月２０日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
１月２７日�
　�内 ： 村 上 医 院 （�６３－４６００）
　�外 ： 寺 師 医 院 （�６２－０１３７）

編後
集記

休日在宅当番医のお知らせ　■内 ：内科医　■外 ：外科医

こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
古
紙
配
合
率　

％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

１００



広報なかのしま ２００１．１２月号 �

　

中
之
島
町
は
今
年
、
立
町（
村
）

百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
は

明
治
三
十
四
年
に
八
ヵ
村
が
合
併

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
現

在
、
市
町
村
合
併
が
盛
ん
に
論
議

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
人
の
こ
の

大
英
断
に
学
び
な
が
ら
、
慎
重
に

議
論
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

平
成
十
二
年
度
か
ら
地
方
分
権

一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
地
方
の
こ

と
は
地
方
で
と
い
う
よ
う
に
地
方

行
政
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子

高
齢
化
や
情
報
化
の
進
展
。
生
活

範
囲
の
広
域
化
な
ど
に
よ
り
、
今

ま
で
の
地
方
行
政
の
仕
組
み
で
は
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
き
れ
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
中
之
島
町
で
も

長
岡
市
を
中
心
と
し
た
十
三
市
町

村
に
よ
る
広
域
行
政
組
合
な
ど
、

他
市
町
村
と
連
携
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
更
に
、

今
年
十
月
に
長
岡
市
長
が
各
市
町

村
長
と
意
見
交
換
を
行
い
、
県
案

に
示
さ
れ
た
七
市
町
村
に
よ
る
市

町
村
合
併
に
つ
い
て
の
研
究
会
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

七
市
町
村
長
に
加
え
三
島
町
長
を

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
た
研
究
会
を

持
ち
、

○
合
併
の
目
的
と
メ
リ
ッ
ト

○
地
域
の
個
性
の
尊
重
に
つ
い
て

○
合
併
す
る
と
し
た
場
合
に
必
要

な
イ
ン
フ
ラ
整
備

○
合
併
す
る
と
し
た
場
合
の
課
題

や
対
応
の
し
か
た

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
を

踏
ま
え
、
平
成
十
四
年
度
中
に
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
い
て
、
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
態
度
を

決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

�
�
�
�
�
�
�
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十
一
月
二
十
五
日
�
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
未
来
ト
ー
ク　

な
か
の
し
ま
」
を
開
催
。

in

約
八
十
名
の
方
々
が
参
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
テ
ー
マ
を
最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
市
町
村
合
併
」
に
絞
っ
て
行
い
、
町
長
か
ら
の
行

政
報
告
の
後
、
県
よ
り
市
町
村
合
併
支
援
課
の
関
谷
課
長
補
佐
を
講
師
に
迎
え
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

■県が提案する市町村の組合せ

中之島中之島町町

町長による
行政報告

「２１世紀の
まちづくり」

� 広報なかのしま ２００１．１２月号

ど
う
し
て
今

市
町
村
合
併
な
の
か

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
、
国
の

指
導
の
も
と
、
明
治
の
大
合
併
と

昭
和
の
大
合
併
の
二
回
の
大
き
な

市
町
村
合
併
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
議
論
さ
れ
て
い
る

合
併
は
「
平
成
の
大
合
併
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
、
昭
和

の
大
合
併
と
は
大
き
く
違
う
点
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
が
、
国

が
人
口
基
準
を
示
さ
ず
、
人
口
類

型
を
示
し
た
こ
と
。
そ
し
て
も
う

一
つ
が
、
国
・
県
の
強
制
で
は
な

く
、
住
民
や
市
町
村
に
よ
る
自
主

的
な
市
町
村
合
併
が
求
め
ら
れ
て

い
る
点
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
て
自
主
的
な
市

町
村
合
併
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
と
い
う
と
、
次
の
三
点
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
一
点
目
が
、
自

動
車
の
普
及
に
伴
い
、
住
民
の
日

常
生
活
圏
が
広
域
化
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
中
之
島
町
で
も
昭
和
四

十
五
年
こ
ろ
と
比
べ
、
倍
以
上
の

方
が
長
岡
市
へ
通
勤
・
通
学
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
長
岡
市
と
の
関

係
が
深
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
と
し
て
は
、
市
町
村
の

行
政
能
力
を
よ
り
高
度
化
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

地
方
分
権
が
進
み
、
基
本
的
に
自

分
た
ち
（
地
方
）
の
財
政
力
や
能

力
で
行
政
施
策
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ

対
応
す
る
た
め
、
専
門
職
員
の
確

保
や
職
員
の
企
画
立
案
能
力
を
高

め
る
た
め
に
も
、
あ
る
程
度
の
規

模
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
点
目
と
し
て
は
、
国
や
県
、

市
町
村
の
財
政
状
況
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
財
政
の

効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
今
後
は
地
方
交
付
税
制
度

が
見
直
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

市
町
村
は
自
主
財
源
の
確
保
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
人

口
減
に
伴
う
税
収
の
減
少
と
と
も

に
、
税
金
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
人

が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
一
層
財

政
状
況
が
厳
し
く
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
国
で
は
、
市
町
村
合

併
特
例
法
を
定
め
て
お
り
、
平
成

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
合

併
す
る
と
、
国
や
県
か
ら
手
厚
い

行
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト

　

一
般
的
に
市
町
村
合
併
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
、

○
広
域
的
観
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
が
可
能

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

○
行
財
政
基
盤
の
強
化

○
市
町
村
の
事
務
権
限
の
拡
大

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

○
地
域
の
伝
統
・
文
化
の
喪
失

○
周
辺
部
の
過
疎
化

○
役
場
庁
舎
が
遠
く
な
る

○
住
民
の
声
が
届
き
に
く
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
行
政
と
住
民
と
が
事
前
に
十

分
に
話
し
合
い
、
必
要
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
で
克
服
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
合
併
後
の
指
針
を
示

し
た
「
市
町
村
建
設
計
画
」
を
定

め
る
際
に
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
り
、
合
併

後
に
「
地
域
審
議
会
」
な
ど
を
設

け
た
り
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。

県
の
合
併
パ
タ
ー
ン
と

県
内
の
取
り
組
み

　

県
で
は
今
年
二
月
、
県
内
百
十

一
市
町
村
を
二
十
一
市
町
村
と
す

る
合
併
パ
タ
ー
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
一
つ
の
提
案
で
あ
り
、

こ
の
と
お
り
合
併
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

合
併
パ
タ
ー
ン
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活

圏
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
中
之
島

町
の
パ
タ
ー
ン
は
、
長
岡
市
を
中

心
と
し
た
七
市
町
村
で
面
積
七
百

七
十
二
平
方
㌔
㍍
。
人
口
二
十
九

万
八
千
人
で
、
中
核
市
を
目
指
せ

る
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
潟
県
内
で
は
現
在
、
八
十
四

市
町
村
で
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、

何
ら
か
の
形
で
他
の
市
町
村
と
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

進
ん
で
い
る
地
域
を
県
で
は
、
重

点
支
援
地
域
に
指
定
す
る
こ
と
と

し
、
九
月
に
北
魚
沼
地
域
（
小
出

町
ほ
か
五
町
村
）
を
指
定
し
ま
し

た
。

住
民
主
導
の
合
併
協
議
を

ど
う
進
め
る
か

　

市
町
村
合
併
は
目
的
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
り
、
生
活

圏
が
同
じ
住
民
が
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
ど
う
考
え
る
の
か
が
重
要

で
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
ど

う
生
か
し
て
合
併
を
進
め
る
の
か

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
際
、
地
域
の
主
人
公
は
住

民
の
方
々
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
同

意
の
も
と
、
合
併
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

講演「市町村合併
について」

講師　新潟県総合政策部
　　　市町村合併支援課

関谷　政友
課長補佐

 
市
町
村
合
併
の
主
人
公
は

 　
　
　
　
　
　

地
域
住
民
で
す
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三
条
税
務
署
管
内
で
は
、
作
文
に
八
百
十
八
編
（
う
ち
中
之
島

中
学
校
か
ら
五
十
編
。）。
標
語
に
四
、
四
百
五
十
三
点
（
う
ち
中

之
島
中
学
校
か
ら
四
百
三
十
七
点
。）
の
応
募
が
あ
り
、
慎
重
な

審
査
の
結
果
、
中
之
島
中
学
校
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ

ま
し
た
。

税
を
知
り　

築
こ
う
み
ん
な
の

明
る
い
未
来

◆
標
語
の
部

１年
長谷川容子 さん

■
最
優
秀
賞
・
関
東
信
越
国
税
局
長
賞（
優
秀
）

税
金
は　

み
ん
な
を
支
え
る　

力
も
ち

三
年　

杉
本　
　

愛
さ
ん

税
金
は　

明
る
い
町
の　

エ
ネ
ル
ギ
ー

三
年　

深
谷　
　

知
さ
ん

税
金
を　

納
め
て
み
ん
な
の　

夢
作
り

二
年　

佐
藤　

美
里
さ
ん

税
金
を　

納
め
て
作
る　

明
る
い
社
会

三
年　

小
柳
真
美
子
さ
ん

私
の
学
校
生
活　

親
の
税
金
な
ん
だ

あ
り
が
と
う　

三
年　

星
野　
　

裕
さ
ん

■
優
秀
賞
・
三
条
税
務
署
長
賞

税
金
は　

国
を
動
か
す　

エ
ネ
ル
ギ
ー

二
年　

大
竹　

悠
喜
さ
ん

■
優
秀
賞

税
金
は　

明
る
い
未
来
の　

道
づ
く
り

三
年　

入
沢　

和
紘
さ
ん

■
佳
作
賞

◆
作
文
の
部

平
成
十
三
年
度

中
学
生
の

〔
税
に
つ
い
て
の

作
文
・
標
語
〕

入
選
作
品

　

三
条
税
務
署
、
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
及
び
町
租
税

教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
税
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
習
得
と
そ

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
、
中
学
生
を
対

象
と
し
て
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
・
標
語
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

上段：左から杉本さん、佐藤さん、深谷さん
下段：左から小柳さん、星野さん、大竹さん、
　　　入沢さん

作品名氏　名学年作品名氏　名学年入選区分

税金について
鈴木あづさ

さん
３年

税に
支えられて

田口実奈季
さん

３年優 秀 賞

税金について
栗林　静香

さん
３年日本と税金

鈴木　梓沙
さん

３年

佳 作 賞
税金について

思うこと
栗林　　希

さん
３年

そんな世界を
見たくない

吉村　　望
さん

３年

税金の意味
田中　綾乃

さん
３年

入　選　区　分

最 優 秀 賞
三条地区納税貯蓄組合連合会長賞入選

 荒川　瑞穂
さん 

氏　名３年学　年

私たちと税金
（左ページに掲載）

作品名
上段：左から栗林�希 さん、田中さん、吉村さん
下段：左から鈴木�梓 さん、田口さん、
　　　鈴木�あ さん、栗林�静 さん

� 広報なかのしま ２００１．１２月号

私
た
ち
と
税
金

　

私
た
ち
が
普
段
生
活
を
し
て
い
る
と
き

は
、
あ
ま
り
国
と
い
う
存
在
を
意
識
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
空
気
や

水
と
同
じ
よ
う
に
、
国
家
も
な
く
な
る
と

非
常
に
困
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
国
と

い
う
後
ろ 
楯 
が
な
け
れ
ば
、
法
律
を
き
ち

だ
て

ん
と
守
る
人
だ
っ
て
少
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
お
金
が
そ
れ
な
り
に
安
定
し

た
価
値
で
流
通
し
て
い
る
の
も
国
が
あ
れ

ば
こ
そ
の
こ
と
で
す
。
無
法
状
態
で
の
生

活
、
し
か
も
国
際
的
に
な
ん
の
価
値
も
な

い
貨
幣
経
済
で
の
暮
ら
し
な
ど
は
、
考
え

た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
の
た
め
、
我
々

の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
国
を
維
持
す
る
た

め
に
税
金
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
は
税

金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
普
段
何
気

な
く
使
っ
て
い
る
学
校
や
道
路
、
橋
。
こ

れ
ら
の
存
在
を
私
た
ち
は
「
あ
た
り
ま

え
」
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
設
備
は

税
金
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
他
に
も
犯
罪
の
取
締
り
を
行
っ
た
り
、

福
祉
や
医
療
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
国
民
に

提
供
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

も
は
や
、
私
た
ち
の
生
活
に
税
金
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
税
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
我
が
国
も
、
今
、
重
大
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
急
速
に
増
え
、

介
護
す
る
人
の
高
齢
化
も
進
む
な
ど
、
家

族
だ
け
で
介
護
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。
誰
も
が
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
も
っ
と

福
祉
や
介
護
医
療
を
税
金
に
よ
っ
て
充
実

し
た
も
の
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
現
在
で
も
、
要
介
護
状
態
の
人
は

自
宅
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
・
特

殊
寝
台
な
ど
福
祉
用
具
の
貸
与
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
こ

う
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
と
発
展
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
今
も
進
み
続
け
る

社
会
の
高
齢
化
に
は
追
い
つ
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
が
税
金
を
納
め

る 
頃 
に
は
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
も

こ
ろ

し
か
し
た
ら
税
金
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
は
、
福
祉
・

介
護
の
充
実
の
た
め
少
し
の
犠
牲
は
当
然

で
あ
り
、
私
は
良
い
と
思
い
ま
す
。
自
分

の
納
め
る
税
金
が
役
立
つ
の
だ
と
考
え
る

と
、
な
ん
だ
か
う
れ
し
く
思
え
る
か
ら
で

す
。

　

私
た
ち
の
明
る
い
未
来
を
も
税
金
は
支

え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
税
金
に
よ
っ
て
、
国
も
町
も
人

も
生
き
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
生
き
て
い
く
の
で
す
。

３年
荒川　瑞穂 さん

介護保険での利用者の
声を聞く仕組み

サービスへの苦情は？
　介護保険では、サービス内容などに関する苦情

について、「国民健康保険団体連合会（国保連合

会）」が担当します。各市町村の窓口や居宅介護

支援事業者などで受け付け、国保連合会が必要に

応じてサービス提供機関に対して指導や助言を行

います。

行政に対する不服は？
　要介護（支援）認定の結果や介護保険料の徴収、

滞納処分などの不服は、県が設置している「介護

保険審査会」へ申し立てることができます。

●サービスなどに関する苦情

○町保健福祉課

（�６１－２０１６）

○居宅介護支援事業者（サー

ビス計画をたてるところ）

など

国保連合会介護保険課

（�０２５－２８５－３０７２）

サービス提供機関へ介護保険

サービスの質的向上に関する

調査、助言・指導

●要介護（支

援）認定へ

の不服

●保険料など

の不服

介護保険審査

会（県高齢福

祉保健課内・

�０２５－２８０－

５１９１）

�

�

�

�
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冬の道路を安全・快適に
道路除雪にご協力を

建設課 �61－2012除雪についての
問い合わせ先

除
雪
を
行
う
の
は
…

　

除
雪
を
行
う
道
路
は
、
原
則
と

し
て
消
雪
パ
イ
プ
の
な
い
、
舗
装

さ
れ
た
国
・
県
・
町
道
で
す
（
左

図
参
照
。）。
な
お
、
広
域
農
道
も

除
雪
を
実
施
し
ま
す
。

　

除
雪
を
実
施
す
る
の
は
、
国
道

八
号
を
国
土
交
通
省
。
県
道
と
国

道
四
〇
三
号
を
県
。
町
道
と
広
域

農
道
を
町
で
行
い
ま
す
。

ご
注
意
い
た
だ
く

ポ
イ
ン
ト

　

除
雪
車
に
よ
る
除
雪
作
業
は
、

通
勤
・
通
学
路
の
確
保
の
た
め
、

早
朝
や
夜
間
が
多
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
除
雪
の
際
に
は
、

ど
う
し
て
も
大
き
な
騒
音
が
出
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
で
皆
さ
ん
の

住
宅
へ
の
乗
り
入
れ
用
鉄
板
な
ど

を
壊
し
て
も
、
補
償
で
き
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
路
上
に
あ
る
も
の
は
、

は
ず
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
雪
パ
イ
プ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
、
午
後
二
時

〜
三
時
・
午
後
四
時
〜
五
時
の
間

は
放
水
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

冬
の
道
路
を
安
全
、

快
適
に
通
行
す

る
た
め
に
は
、

道
路
を
キ
レ
イ

に
除
雪
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の

た
め
、
町
で
は
毎
年
、

除
雪
車
な
ど
に
よ
る
道
路

除
雪
を
行
い
、
道
路
交
通
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
道
路
除
雪
を
行
う
た
め
に
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
き
ま
り

を
守
り
、
安
心
し
て
通
れ
る
冬
の
道
路
に
し
ま
し
ょ
う
。

玄関先の雪のけは各自で
　除雪作業によって住宅などの玄関先
をふさいでしまった場合は、各自で手
直しを。なお、
除雪した
道路には、
雪を出さ
ないで。

除雪機械には近寄らない
　除雪作業中はとても危険なので、保
護者の方は、
お子さんが
除雪機械に
近寄らないよう、
十分ご注意を。

����
����
������
������

路上駐車は禁止
　除雪作業中、路上放置の自動車を損
傷しても補償できません。路上駐車は、
絶対にしないで。

屋根雪は道路外へ
　屋根雪を路上に降ろす場合は、通行
の妨げになるので、
手際よく
道路外へ。

危険な所には目印を
　除雪機械が砂利などを宅地や田畑に
入れた場合、取り除いたり、補償した
りできませんので、ご了解を。
なお、危険な
ところには、
竹ざおなどで
「目印」を。

立ち木は
縄で支えるか枝打ちを
　雪の重さによって、
立ち木や枝などが
道路を覆うような
恐れのある場合は、
あらかじめ縄などで
支えるか、枝打ちなどを。

� 広報なかのしま ２００１．１２月号

西野
新田

西野
新田
�

大 沼 新 田 �

栄

町

栄

町

�

国道403号線�国道403号�

西
野

西
野
�

下
沼
新
田

下
沼
新
田
�

分
水
町

分
水
町�

中
条
新
田

中
条
新
田
�

真野
代新
田

真野
代新
田�

赤 小 沼 �

中 西 　 �

中 条 �
上沼新田�

西高山新田�

六 所 �

野 口 �

真弓�

国
道
８
号
線

国
道
８
号
線�

北
陸
自
動
車
道

北
陸
自
動
車
道�

福 原 � 中 野 西 �
中 野 中 �

中 野 東 �

狐 興 野 �

鶴ヶ曽根�

高畑�

島 田 �

並木新田�

宮 内 �
長 呂 �

長
岡
市

長
岡
市�

横 山 �

大 保 �
粕 島 �

品 之 木 �

見 附 市 �中 之 島 �

灰島
新田

灰島
新田
�

中 興 野 �

大 曲 戸 �

押切思川�押切思川�
池 之 島 �

大 口 �

国
道
国
道
８
号
線
号
線
�

　
長
岡
東
バ
イ
パ
ス

　
長
岡
東
バ
イ
パ
ス
�

国
道
８
号
�

西野
新田
�

大 沼 新 田 �

栄

町

�

西
野
�

下
沼
新
田
�

分
水
町�

中
条
新
田
�

真野
代新
田�

赤 小 沼 �

中 西 　 �

中 条 �
上沼新田�

西高山新田�

六 所 �

野 口 �

真弓�

国
道
８
号�

北
陸
自
動
車
道�

福 原 � 中 野 西 �
中 野 中 �

中 野 東 �

狐 興 野 �

鶴ヶ曽根�

高畑�

島 田 �

並木新田�

宮 内 �
長 呂 �

長
岡
市�

横 山 �

大 保 �
粕 島 �

品 之 木 �

見 附 市 �中 之 島 �

灰島
新田
�

中 興 野 �

大 曲 戸 �

池 之 島 �

大 口 �

冬期間の駐車禁止状況

期　　間

１２月１日�～

平成１４年３月３１日�

区　　間

◆国道４０３号

◇中条入口～中条宮村

の間１．７㎞

◇真野代新田入口～西

野入口の間３．０㎞

◆町道中之島・大沼線

◇中之島～刈谷田橋の

間６．７㎞

◆町道中之島・灰島線

及び灰島側道１号線

◇流通団地入口交差点

～高速道路料金所下

ボックスの間０．６㎞

除雪計画図

凡　　　例

　２車線の幅員を確保

することが原則。異常

な降雪のとき以外は、

常に交通を確保。

色　別区　分

第１種

　１車線の幅員確保が

原則。ただし、状況に

よっては待避所を設置。

色　別区　分

第２種

　小型車の１車線の幅

員を確保するよう努め

る。ただし、状況によ

り、一時通行不能に。

色　別区　分

第３種

－
色　別区　分

県　道



広報なかのしま ２００１．１２月号 �

各種大会の結果
（☆：優勝、◎：準優勝、○：第３位）

●第１３回町ソフトバレーボール大会●

（開催日：１１月１１日�、会場：町北体育館）

■ファミリーの部　☆：三富・宮国、◎：バナナ

とみかん、○：福原・北原　■男女混合の部　☆

：鉄腕Ａ、◎：とうちゃんがんばって、○：プリ

ティガールズⅡ　■女子の部　☆：プーさんのハ

ニーハント、◎：プリティウーマンズ、○：プリ

ティガールズ

●第５回町剣道大会●

（開催日：１１月１８日�、会場：町北体育館）

■団体戦　☆：与板剣道教室Ａ、◎：剣友会中之

島Ａ、○：信条剣士会Ａ、上通剣士会　■個人戦

☆：山�　　峻（剣友会中之島）、◎：本間　浩

一（信条剣士会）、○：田村　剛史（見附剣道会）、

佐藤　　司（剣友会中之島）

手軽に作れる夕食のおかずに挑戦 『男』の料理教室
　１１月１４日�、町農村環境改善センターを会場に、

「『男』の料理教室」を開催。２３名の方々が参加さ

れました。

　講師のホテルニューオータニ長岡の本間コック

長のもと、手際のよい方が包丁を持つ手の危なっ

かしい方を助けながら、町内で採れたレンコンや

きのこなどの食材を使って調理に励みました。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
た
め
に

〔
学
校
評
議
員
制
度
〕
開
始

　
「
学
校
評
議
員
制
度
」
と
は
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
意
見
を
幅
広
く
学

校
長
が
聞
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
や
社
会
に
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
、
学

校
が
家
庭
や
地
域
と
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
学
校
評
議
員
の
仕
組
み

○
市
町
村
教
育
委
員
会
の
判
断
に
よ
り
、

学
校
ご
と
に
設
置
（
中
之
島
町
で
は
、

中
之
島
中
央
小
学
校
五
名
、
上
通
小

学
校
三
名
、
信
条
小
学
校
五
名
及
び

中
之
島
中
学
校
三
名
を
設
置
）

○
学
校
長
の
求
め
に
応
じ
、
学
校
運
営

に
つ
い
て
提
言

○
教
育
に
関
し
て
理
解
や
識
見
を
持
つ

方
の
う
ち
、
学
校
長
の
推
薦
に
よ
り

市
町
村
教
育
委
員
会
が
委
嘱

◆
教
育
活
動
の
活
発
化

○
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
○
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
な
ど
へ

の
支
援

○
子
ど
も
た
ち
の
地
域
ぐ
る
み
の
育
成

○
地
域
の
行
事
や
福
祉
施
設
な
ど
と
の

連
携

ソフトバレーボール大会

剣道大会

� 広報なかのしま ２００１．１２月号

まちの　　　　　　 をお寄せください。・�
企画課　　６１－２０１１�

日ごろの活動成果を披露 生涯学習フェスティバル
　１１月３日�～８日�の間、町民文化センターを

会場に「生涯学習フェスティバル」を開催。合わ

せて今年は、立町（村）１００周年を記念し、町内の

小中学生による絵画展も行われ、例年になく多く

の方々が参加されました。

　なお、「菊花展及び錦鯉品評会」の特別賞受賞

者は、下記のとおりです。

菊花展 小中学生絵画展 町民茶会

町民芸能まつり

◆◆第３１回菊花展の特別賞受賞者（敬称略）◆◆

団体の部

優勝：信条支部　第２位：中条支部　第３位：中野支部　第４位：三沼支部

個人の部

種　　目氏　　　名賞種　目氏　　　名賞

競技花管物松　井　松　一町土地改良区理事長賞－�　田　義　人総 合 優 勝

三 幹 厚 物加　藤　　　衛
県菊花連盟副会長賞

数 咲小　柳　道　雄町 長 賞

切 花 管 物坂　田　文　雄懸 崖阿　部　泰　榮町 議 会 議 長 賞

三 幹 管 物堀　　　一　雄
県 菊 花 連 盟 参 与 賞

普 通 盆 栽松　澤　繁　幸町 農 業 委 員 会 長 賞

席�　田　義　人盆 栽 懸 崖�　田　義　人町 教 育 委 員 長 賞

福 助安　達　信　男

県菊花連盟審査員賞

七 幹 管 物堀　　　一　雄町 教 育 長 賞

三 幹 厚 物�　田　正　寛三 幹 厚 物樋　山　一　夫町生涯学習フェスティバル実行委員長賞

競技花厚物�　山　　　巖七 幹 厚 物松　井　松　一
Ｊ Ａ に い が た 南 蒲
農 業 協 同 組 合 長 賞 切 花 厚 物阿　部　泰　榮江 戸 菊本　間　イツ子

肥　後　菊下　田　保　一

◆◆第２７回錦鯉品評会の特別賞受賞者（敬称略）◆◆

■成魚の部（総合優勝）　１席：竹山　文明、２席：竹山　文明、３席：池田　幸夫

■幼魚の部（総合優勝）　１席：浅野　耕治、２席：浅野　耕治、３席：竹山　文明



広報なかのしま ２００１．１２月号 ��

■
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
２

０
０
１
新
潟
県
大
会
」
に
ご
来
場
を

　

県
で
は
、
次
の
と
お
り
「
青
少
年
の

た
め
の
科
学
の
祭
典
２
０
０
１
新
潟
県

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

�　

月　

日
�
〜　

日
�　

�
長
岡
市

１２

２２

２３

市
民
体
育
館　

�
無
料　

内
容　

子
ど

も
向
け
実
験
・
工
作
教
室
、
サ
イ
エ
ン

ス
・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
作

品
の
実
演
な
ど　

�
県
産
業
労
働
部
産

業
振
興
課
（
�
０
２
５

－

２
８
０

－

５

２
４
４
）

■
新
潟
県
労
働
金
庫
「
雇
用
支
援
融
資

制
度
」
新
設

　

新
潟
県
労
働
金
庫
で
は
、
次
の
と
お

り
「
雇
用
支
援
融
資
制
度
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

�
勤
務
先
企
業
の
雇
用
調
整
に
よ
り
給

料
な
ど
が
減
少
す
る
会
員
構
成
員
な
ど

融
資
額　

毎
月
最
高
５
万
円
で
２
年
以

内　

金
利
（
固
定
）　

利
用
期
間
中‥

年
２
・　

㌫
、
償
還
期
間
中‥

年
３
・

３０

　

㌫　

償
還
方
法　

利
用
期
間
終
了
後
、

１０最
長　

年
以
内
の
元
利
均
等
毎
月
償
還

１０

方
式
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
可
）　

受
付

期
間　

平
成　

年　

月　

日
�
ま
で　

１４

１１

３０

�
新
潟
県
労
働
金
庫
本
店
（
�
０
２
５

－

２
２
８

－

３
４
１
１
）

￥�
問�

問�

お
知
ら
せ

おお
知知
らら
せせ

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
今
年
度
の
自
主
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
い

で
く
だ
さ

い
。

�
及
び
内

容　

上
記

の
と
お
り

�
町
民
文

化
セ
ン
タ

ー
「
文
化

ホ
ー
ル
」

 �役場（代表）
０２５８

６６－２００２
●総務課

６１－２０１０
●企画課

６１－２０１１
●建設課

６１－２０１２
●出納室

６１－２０１３
●町民課

６１－２０１４
●産業課

６１－２０１５
●保健福祉課

６１－２０１６
●税務課

６１－２０１７
●議会事務局

６１－２０１８
●農業委員会事務局

６１－２０１９
●教育委員会事務局
　/庶務学校教育課

６１－２０２０

町民文化センター
●生涯学習推進課

６６－１３１０

（ ）
記号の説明

�とき　�ところ
�対象者　�費用
�申込方法
�問い合わせ先

￥�
申�
問�

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

自
主
事
業

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

母子保健事業の日程（１２月・平成１４年1月分）

対　　　　象受　付　時　間内　　　容月　日

平成１１年４月～５月・９月～

１１月生まれ

平成１２年３月～５月生まれ

午後１時～１時３０分フ ッ 素 塗 布１２月１８日�

平成１４年１月～６月 分  娩 予定
ぶん べん

午前９時～９時１５分母 親 学 級１２月２０日�

午前９時３０分～１１時３０分

母子手帳発行

１２月２１日�
保育所入所前の乳幼児と

その保護者

育児サークル

（クリスマス会）

平成１３年８月・９月生まれ午後１時３０分～２時４カ月児健診１月１０日�

午前９時３０分～１１時３０分

母子手帳発行

１月１８日�
保育所入所前の乳幼児と

その保護者
育児サークル

平成１０年１２月～

平成１１年１月生まれ
午後１時～１時１５分３ 歳 児 健 診１月２９日�

�町農村環境改善センター　�保健福祉課（�６１－２０１６）

※　母子手帳の発行は、このほかに保健福祉課の窓口で随時、受け付けています。

問�

�����������������������
����

催 し 物期日

『オスマン・サンコン』講演会＆
　『ママドゥ』アフリカンコンサート

平成１４年
２月９日�

『石原詢子』＆『上杉香織里』
　歌謡コンサート

３月３日�

※　上記の内容は予定ですので、変更する場
合があります。

��広報なかのしま ２００１．１２月号

■
国
民
生
活
金
融
公
庫
「
国
の
教
育
ロ

ー
ン
」
の
ご
案
内

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
・

大
学
な
ど
の
入
学
や
在
学
中
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

融
資
限
度
額　

２
０
０
万
円
（
学
生
・

生
徒
一
人
当
た
り
）　

金
利　

年
１
・

７
㌫
（
平
成　

年　

月　

日
現
在
）

１３

１１

１２

融
資
期
間　
　

年
以
内
（
交
通
遺
児
家

１０

庭
及
び
母
子
家
庭
の
方
は
１
年
間
の
延

長
可
）　

返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等

払
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
可
）　

�
国
民

生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店
（
�　

－

４

３６

３
６
０
）

■
平
成　

年
度
第
１
期
（
４
月
入
学
）

１４

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成

　

年
４
月
入
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

１４募
集
学
生　

全
科
履
修
生
、
選
科
履
修

生
、
科
目
履
修
生　

�
○
入
学
金‥

全

科
履
修
生
２
万
円
、
選
科
履
修
生
７
、

０
０
０
円
、
科
目
履
修
生
５
、
０
０
０

円　

○
授
業
料‥

１
科
目
（
２
単
位
）

に
つ
き
１
万
円　

科
目　

外
国
語
、
工

学
、
文
学
、
心
理
学
及
び
健
康
科
学
な

ど
約
３
２
０
科
目　

�　

月　

日
�
〜

１２

１５

平
成　

年
２
月　

日
�
ま
で
に
問
い
合

１４

１５

わ
せ
先
へ
申
込　

�
放
送
大
学
新
潟
学

習
セ
ン
タ
ー
（
�
０
２
５

－

２
２
８

－

２
６
５
１
）

■
越
後
丘
陵
公
園
「
冬
季
準
備
作
業
に

よ
る
休
園
の
お
知
ら
せ
」

　

越
後
丘
陵
公
園
で
は
、
冬
季
準
備
作

業
の
た
め
、
平
成　

年
１
月
１
日
�
ま

１４

で
休
園
し
ま
す
。

�
越
後
丘
陵
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
業
務

課
企
画
係
（
�　

－

８
０
０
１
）

４７

問�

￥�申�
問�

問�

　

こ
の
た
び
、
予
防
接
種
法
の
改

正
に
伴
い
、　

歳
以
上
の
方
及
び

６５

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
一
部
の
方

６０

６５

を
対
象
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
費
用
を
町
が
一
部

負
担
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り

自
己
負
担
が
少
な
く
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
」
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

�
中
之
島
町
に
住
所
が
あ
り
①
接

種
日
に　

歳
以
上
の
希
望
者
②
心

６５

臓
な
ど
に
障
害
の
あ
る
接
種
日
に

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
希
望
者

６０

６５

�
１
、
０
５
０
円

�　

月　

日
�
ま
で
に
電
話
な
ど

１２

２８

に
よ
り
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
込
。

申
し
込
み
さ
れ
た
方
へ
個
人
通
知

（
予
診
票
な
ど
）
を
送
付

■
実
施
方
法　

平
成　

年
３
月　

１４

３１

日
�
ま
で
に
、
各
自
で
医
療
機
関

に
お
い
て
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
（
個
別
接
種
）。

■
そ
の
他　

施
設
入
所
な
ど
に
よ

り
、
住
所
が
町
外
に
あ
る
方
は
、

￥�申�

住
所
の
あ
る
市
町
村
役
場
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
広
報
な
か
の
し
ま　

月
１０

号
に
お
い
て
、「
立
町
（
村
）
１
０

０
周
年
記
念
誌
〔
中
之
島　

年
の

１００

あ
ゆ
み
〕」
の
販
売
に
つ
い
て
ご

案
内
し
ま
し
た
。

　

好
評
に
つ
き
、
引
き
続
い
て
販

売
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
自
宅
だ
け
で
な
く
、

ご
親
戚
や
ご
友
人
の
お
宅
へ
の
郵

送
に
つ
い
て
も
対
応
し
ま
す
。

�
窓
口
販
売‥

１
、
０
０
０
円

（
消
費
税
含
む
）、
郵
送
販
売‥

１
、
３
０
０
円
（
消
費
税
及
び
送

料
含
む
）

�
①
直
接
企
画
課
へ
お
い
で
い
た

だ
い
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
販
売

②
電
話
な
ど
に
よ
り
、
問
い
合
わ

せ
先
へ
お
申
し
込
み
さ
れ
た
場
合

は
、
後
日
必
要
書
類
を
送
付

￥�申�

〔
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
〕

を
実
施
し
ま
す

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

このたび、下記の方々から町に対してご寄付いただきました。

　　○町の福祉事業に対して　信越特定郵便局長協会より　車いす２台
　　○町の地域振興に対して　中之島中学校生徒会より（文化祭バザー収益金） 金１９，７７７円

善意を�
ありがとう�

立
町（
村
）１
０
０
周
年
記
念
誌

〔
中
之
島　

年
の
あ
ゆ
み
〕

１００

を
販
売
し
ま
す■問

 

企
画
課　
　
　

�　

－

2
0
1
1

６１

立町（村）１００周年記念誌
〔中之島１００年のあゆみ〕

完成予定
年 月 日工事者名工事費工 事 名場　所

１３．１２．１４㈲ 室 橋 組２３５
三並村浦１号線
道路維持
修繕工事

中 之 島

１４．１．２８㈱ 松 井 組３６２

村上居村線
消雪パイプ
（メーンパイプ工）
工事

中 野 西

１４．１．２８㈱ 石 � 組４６７

小沼中条新田線
消雪パイプ
（メーンパイプ工）
工事

中条新田

１４．３．４㈱ タ カ ラ１，４９６

興野松ヶ崎線
消雪パイプ
（メーンパイプ工）
工事

福 原

１４．１．２８㈱ 松 井 組４７３

総合子育て支援
施設融雪施設
（メーンパイプ工）
工事

中 野 西

１４．１．３㈲石田建設３１５枝６００８号線外
下水道工事上沼新田

１４．２．２２㈲ 古 川 組８０９枝１４５１号線外
下水道工事中 之 島

１４．３．２５㈲ 室 橋 組１，３７０道田２号線
道路改良工事中 野 東

１４．３．２５㈱遠藤建設１，００５中西村中２号線
道路改良工事中 西

１３．１２．２７㈱ 丸 月 組３５５旧中通保育所
解体撤去工事横 山

１４．２．２０㈱ 丸 月 組６６４島田地区防火
水槽新設工事島 田

１４．２．２０㈲ 室 橋 組７３３
中野中（横野）
地区防火水槽
新設工事

中 野 中

���������������������

万円



広報なかのしま ２００１．１２月号 ��

　

経
済
産
業
省
及
び
県
で
は
、　
１２

月　

日
現
在
で
「
工
業
に
関
す
る

３１
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

月
中
旬
〜
平
成　

年
１
月
中

１２

１４

旬
に
か
け
て
調
査
員
が
各
事
業
所

に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
さ
れ
る
統
計
調
査　

①
平

成　

年
工
業
統
計
調
査
②
石
油
等

１３
消
費
構
造
統
計
調
査
③
新
潟
県
工

業
統
計
調
査

■
調
査
員　

左
表
の
と
お
り
（
敬

称
略
）

■
「
精
神
保
健
相
談
会
」
開
設　

お
気

軽
に
ご
相
談
を

　

三
条
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
専

門
医
に
よ
る
「
精
神
保
健
相
談
会
」
を

開
設
し
ま
す
（
予
約
制
。）。

�　

月　

日
�　

午
前　

時
〜
正
午
、

１２

１９

１０

平
成　

年
１
月　

日
�　

午
後
２
時
〜

１４

１７

４
時　

�
三
条
保
健
所　

�
無
料　

�

三
条
保
健
所
地
域
保
健
課
（
�
０
２
５

６

－　

－

２
３
６
３
）

３６

■
農
業
用
軽
油
免
税
証
の
交
付
手
続
き

の
お
知
ら
せ

　

農
業
用
軽
油
免
税
証
の
交
付
申
請
は
、

販
売
店
（
農
協
、
石
油
販
売
業
者
な

ど
）
か
ら
関
係
農
家
分
を
取
り
ま
と
め

て
一
括
申
請
で
き
ま
す
。
平
成　

年
分

１４

の
申
請
を
希
望
す
る
農
家
の
方
は
、
次

の
と
お
り
手
続
き
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
　

月　

日
�
ま
で
に
販
売

１２

２１

店
な
ど
で
手
続
き　

必
要
書
類　

免
税

証
交
付
申
請
書
及
び
使
用
者
証
交
付
申

請
書
（
販
売
店
に
あ
り
）、
耕
作
面
積

証
明
証
（
町
農
業
委
員
会
で
交
付
）、

印
鑑　

�
三
条
財
務
事
務
所
課
税
課

（
�
０
２
５
６

－　

－

２
２
０
６
）

３６

■
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
条
件
の
ご
相
談
は

「
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ

　

新
潟
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
労
働
条
件

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容　

解
雇
、
賃
金
、
労
働
時
間

な
ど　

�
無
料　

開
設
時
間　

月
〜
金

曜
日‥

午
後
２
時
〜
８
時
、
土
曜
日‥

午
後
１
時
〜
６
時　

�
新
潟
労
働
条
件

相
談
セ
ン
タ
ー
（
�
０
１
２
０

－

７
８

３

－

４
０
４
）

￥�

問�

問�￥�

問�

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん

工
業
関
係
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

■問
 

企
画
課　
　
　

�　

－

2
0
1
1

６１

調査地区氏　名

中之島第１～第７、
猫興野、真弓、野口、
鶴ヶ曽根、中野東、
中野中、横野、稲島、
西所・三沼地区

石橋　亮助

藤山、五百刈、粕島、
上通・中通地区丸山　　誠

中野西、中野西部地
区、中条・信条地区赤坂　　孝

年末・年始の役場などの業務日程

（○：通常業務、△：一部開館、×：閉館）

１　　　月１２　　　　　月期 　日

８�７�６�５�４�３�２�１�３１�３０�２９�２８�２７�２６�２５�２４�２３�２２�２１�２０�施設など

○○××○××××××○○○○×××○○役 場

○×○○××××××××○○○×○○○○町 民
文化センター

○×○○××××××××○○○×○○○○図 書 館

○○○××××××××××○○○○○○○公 民 館

○××××××××××××○○×○○○○北 体 育 館

○○○○○××××××○○○○○○○○○農村環境改善
セ ン タ ー

○○○△※１△※１××××××△※１○○○○○○○○サ ン パ ル コ
な か の し ま

○×○×××××××××○○○×○○○○
刈 谷 田 荘
さ く ら の 家
日 枝 の 里

○○○○××××××××○○○○○××○児 童 館

○○×○○×××○※３×○※２○○○○○×○○○し 尿 ・ ご み
処 理 場

※１　デイサービス事業・ヘルパー事業及び在宅介護支援センター事業を実施します。
※２　ごみの搬入は、午後４時３０分までにお願いします。
※３　最終処分場への搬入は、午前１１時３０分までにお願いします。
※４　ごみの搬入の際は、可燃性ごみ・不燃性ごみの分別をキチンとしてください。また、スプレー缶は中身を使いきり、必ず
穴を開け、ガスを抜いてからお出しください。

※５　アルミ缶やスチール缶、古新聞などの資源ごみは、分別収集の際にお出しください。
※６　プロパンガスボンベや消火器などが不用になった場合は、販売業者に引き取ってもらってください。
※７　役場では、閉庁している日でも「死亡・出産・婚姻」などの届け出については、受け付けています。
※８　し尿のくみ取りは、年末に申し込みが集中しますので、十分に余裕をもってお申し込みください。混雑しますと回収しき
れない場合があります。さらに、降雪期には回収車が入れないことがあります。

��広報なかのしま ２００１．１２月号

■
�
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部
「
ボ

イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習
」
開
講

　

�
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部
で
は
、

次
の
と
お
り
「
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講

習
」
を
開
講
し
ま
す
。

�
平
成　

年
２
月　

日
�
〜　

日
�　

１４

１２

１３

午
前
９
時
〜
午
後
６
時　

�
県
ト
ラ
ッ

ク
総
合
会
館
（
新
潟
市
）　

�
８
、
０

０
０
円
（
教
材
代
別
）　

�
必
要
書
類

な
ど
を
問
い
合
わ
せ
先
へ
持
参
ま
た
は

郵
送　

�
�
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支

部（
�
０
２
５

－

２
８
０

－

０
１
０
０
）

■
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
「
能
力
開

発
セ
ミ
ナ
ー
」
開
講

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
で
は
、
次

の
と
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
各

種
「
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し

て
い
ま
す
。

内
容
及
び
�
�　

問
い
合
わ
せ
先
へ　

�
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟（
長
岡
市
）

�
在
職
者　

�
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新

潟
開
発
援
助
課（
�　

－

０
４
５
０
）

３７

￥�
申�

問�

￥�問�

国
保
の
退
職
者
医
療
制
度

　

会
社
な
ど
を
退
職
す
る
と
、

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
長
い
間
勤
め
た
会
社

な
ど
を
退
職
し
て
、
年
金
を
受

け
て
い
る　

歳
未
満
の
方
と
そ

70

の
被
扶
養
者
は
、
退
職
者
医
療

制
度
で
診
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
次
の
①
〜
③
の

す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方
と
そ

の
被
扶
養
者
で
す
。

①
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

②
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受

け
て
い
な
い
方

③
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合

な
ど
の
老
齢
（
退
職
）
年
金

を
受
け
て
お
り
、
加
入
期
間

が　

年
以
上
ま
た
は
、　

歳

20

40

以
降
に　

年
以
上
あ

10

る
方

　

ま
た
、
年
金
を
受
け

る
手
続
き
を
し
、
年
金

証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、

　

日
以
内
に
町
民
課
へ

14届
け
出
て
「
退
職
被
保

険
者
証
」
の
交
付
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
自
己
負
担
額

は
、
本
人
が
外
来
・
入
院
と
も

に
２
割
。
被
扶
養
者
が
外
来
３

割
、
入
院
２
割
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

所
得
税
の
年
末
調
整

が
行
わ
れ
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
全
額

が
課
税
対
象
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
に
な
る

の
は
、
平
成　

年
１
月

13

〜　

月
ま
で
の
１
年
間

12

に
納
め
た
す
べ
て
の
国
民
年
金

の
保
険
料
で
す
。
本
人
の
保
険

料
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
保
険

料
も
含
ま
れ
ま
す
し
、
免
除
期

間
の
追
納
保
険
料
や
今
年
納
め

た
も
の
で
あ
れ
ば
過
去
の
未
納

保
険
料
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
の
保
険
料
は
、
左

13

表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
納

め
た
金
額
が
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
町
民
課
も
し
く
は
三
条
社

会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

国保・年金
コーナー
相談窓口／町民課 �61－2014

平成13年の保険料額

☆毎月納めた保険料（昨年と同額）

12カ月分１カ月分※保険料

159,600円13,300円定額保険料

4,800円400円付加保険料

164,400円13,700円定額＋
付加保険料

※　平成13年１月～12月までの
　１カ月分の保険料。

●お詫び－広報なかのしま１１月号において、

次のとおり誤りがありました。深くお詫び

して訂正させていただきます。

�１１ページ『カメラ散歩』の「地域探訪ツア

ー」の紹介ついて、株式会社ダイカのセン

ター長さんのお名前

　　　正　大原センター長

�誤　浅野センター長　　

　　　プラハ・フィルハーモニー管弦楽団
　　　●日時／平成１４年１月１５日�　午後７時開演

　　　●会場／長岡市立劇場

　　　●料金／全席指定Ｓ席５，０００円、Ａ席４，０００円、

　　　　　　　Ｂ席３，０００円、学生席２，０００円

　　　●連絡先／�市芸術文化振興財団

　　　　　　　　�２９－７７１１

…………………………………………………………

　　　第９回アルカディア音楽祭
　　　●日時／１２月２３日�　午後２時開演

　　　●会場／見附市文化ホール　アルカディア

　　　●料金／全席自由２，３００円（当日５００円増）

　　　●連絡先／アルカディア混成合唱団・柳瀬

　　　　　　　　�６６－７７３２

…………………………………………………………

　　　とちおファミリースキー場オープン
　　　●月日／１２月２２日�（予定）

　　　●会場／とちおファミリースキー場

　　　●内容／毎月第２土曜日、第２日曜日は「ス

キー 子  供 の日」で小学生以下はリフ
こ ども

ト代無料

　　　●連絡先／とちおファミリースキー場

　　　　　　　　�５３－２３９０

越後のまん中、夢発信基地

���������	
��

長　

岡　

市

見
附
市

栃　

尾　

市
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六
所
の
六
地
蔵
は
、
刈
谷
田
川

堤
防
沿
い
に
一
定
の
間
隔
を
置
い

て
、
六
所
地
区
全
体
に
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
い
わ
れ
に
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
が
明
治
の
初
め
、
５
ヵ
村
あ

っ
た
六
所
地
区
の
融
和
を
図
る
た

め
一
斉
に
安
置
さ
れ
た
。
も
う
一

つ
が
、
河
川
改
修
前
の
刈
谷
田
川

に
は
、
六
つ
の 
淵 
が
あ
り
、
水
難

ふ
ち

事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

現
在
で
は
、
子
ど
も
の
水
難
事

故
を
防
ぎ
、
家
内
安
泰
を
祈
願
し

て
、
地
域
の
方
々
が
大
切
に
お
奉

り
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
所
の
六
地
蔵

◆
総
務
課

　

平
成　

年
１
月
６
日
�
、
午
前

１３

９
時　

分
か
ら
、
町
農
村
環
境
改

１５

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
消
防
出

初
め
式
」
を
挙
行
し
ま
す
。
な
お
、

午
前
８
時　

分
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴

３０

り
ま
す
の
で
、
周
辺
住
民
の
皆
さ

ん
は
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

◆
保
健
福
祉
課

　
「
生
ゴ
ミ
処
理
機
」
の
購
入
費

に
対
し
て
、
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
助
成
限
度
額
は
、
購
入
費

の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
が
コ
ン

ポ
ス
ト
及
び
ボ
カ
シ
容
器
が
３
、

０
０
０
円
。
電
動
処
理
機
が
３
万

円
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
購

入
前
に
保
健
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
（
詳
し
い
内
容
を
９
月

号　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）。

１４
◆
議
会
事
務
局

　
　

月
定
例
議
会
が　

月　

日
�

１２

１２

１８

に
招
集
さ
れ
、　

日
�
ま
で
の
会

２１

期
で
開
会
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
の
う
ご
き

至新潟�

刈
谷
田
川�

信
濃
川�

北
陸
自
動
車
道�

信
越
本
線�

上
越
新
幹
線�

猿
橋
川�

中之島・見附�
インターチェンジ�

押切駅�

至長岡�

見附駅�

�����

�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す
る
宝
物
、

人
物
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
�　

－

２
０
１
１
）
へ

６１

（

）
１５

内　容１２月

本 会 議１８日�

委 員 会１９日�

委 員 会２０日�

本 会 議２１日�

●見附警察署からのお知らせ●

１月１０日は〔１１０番の日〕です

◆１１０番通報の５つのポイント

　①何があったか？

　②いつ、どこで、目標は？

　③事件・事故の内容は？

　④犯人は？

　⑤あなたの住所・氏名・電話番号は？

　事件、事故が発生したとき、被害者の救

助や犯人の早期検挙のための手配連絡を速

く、確実にするためにお尋ねしています。

　また、県警察では、心配ごとなどの相談

を下記の電話でお受けしています。

◆けいさつ相談電話番号

　○＃9110　　　○025－283－9110

こ
の
地
図
は
、
株
式
会
社
第
一
出
版
発
行
の

「
住
宅
地
図
」
か
ら
引
用
し
て
い
ま
す
。

●１ ●５ ●６ 

●２ ●３ ●４ 

●１ 

●５ 

●６ 

●２ 

●３ ●４ 

六所

刈谷田川

町道中之島・大沼線

��広報なかのしま ２００１．１２月号

　

中
興
野
に
都
市
ガ
ス
を

整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
之
島
町
の
都
市
ガ
ス

に
つ
い
て
は
、
見
附
市
よ

り
供
給
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
、

町
内
に
都
市
ガ
ス
が
供
給
さ
れ
て

い
る
の
は
大
字
中
之
島
地
域
の
み

で
あ
り
、
供
給
区
域
が
拡
大
す
る

計
画
は
、
今
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。　

１
月　

日
は
、
ゴ
ミ
の

15

収
集
を
行
う
の
で
す
か
？

　

現
在
町
の
ゴ
ミ
収
集
は
、

民
間
業
者
に
委
託
し
て
い

ま
す
。
こ
の
業
者
が
１
月
１
〜
３

日
及
び　

日
に
休
業
す
る
た
め
、

15

こ
の
日
は
ゴ
ミ
の
収
集
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
祝
日
に
つ
い

て
は
、
年
間
を
通
じ
て
ゴ
ミ
を
収

集
し
て
お
り
、
成
人
の
日
（
来
年

は
１
月　

日
）
も
実
施
し
ま
す
。

14

　

収
集
日
に
つ
い
て
は
、
４
月
に

各
ご
家
庭
に
配
付
し
ま
し
た
「
一

般
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

幼
児
の
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
を
、
通
院
４
歳

ま
で
に
引
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

幼
児
の
医
療
費
助
成
は
、

県
の
事
業
で
そ
の
財
源
を

県
が
２
分
の
１
、
市
町
村
が
２
分

の
１
を
負
担
し
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
対
象
年
齢
が
通

院
３
歳
、
入
院
４
歳
ま
で
で
保
護

者
に
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

市
町
村
に
よ
っ
て
は
所
得
制
限
を

設
け
て
い
ま
せ
ん
（
中
之
島
町
も

所
得
制
限
な
し
。）。
対
象
年
齢
に

つ
い
て
も
市
町
村
に
よ
っ
て
引
き

上
げ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

県
事
業
に
該
当
し
な
い
方
の
分
に

つ
い
て
は
、
そ
の
市
町
村
が
全
額

負
担
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
独
自
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

お
り
、
中
之
島
町
で
は
、
児
童
館

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

設
置
し
て
、
健
全
な
幼
児
・
児
童

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

の
方
に
、
図
書
券
（
５
０
０
円

分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

《
先
月
号
の
正
解
》

　

産
業
ま
つ
り

《
先
月
号
の
当
選
者
（
敬
称
略
）》

小
野　

育
央
（
福
原
）、
関　
　

健
作
（
中
興
野
第
三
）、
平
石
喜

代
枝
（
五
百
刈
）、
発
地　

一
枝

（
長
呂
）、
若
月　

リ
ツ
（
下
沼

新
田
）

《
今
月
号
の
問
題
》

　
　

月　

日
�
に
開
催
さ
れ
た

１１

２５

『
未
来
ト
ー
ク　

な
か
の
し
ま
』

in

の
テ
ー
マ
は
「
○
○
○
合
併
」
で

す
。
○
の
中
に
当
て
は
ま
る
言
葉

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

《
応
募
方
法
》

　

ハ
ガ
キ
に
左
記
の
記
入
例
の
と

お
り
記
載
し
、　

月　

日
�
（
必

１２

２５

着
）
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

広
報
ク
イ
ズ

？�
■記入例

中
之
島
町
大
字
中
之
島　
　
 
７８８

中
之
島
町
役
場
企
画
課　
 

広
報
ク
イ
ズ
係 
行　

□９ □５ □４ －□０ □１ □９ □２ クイズの答え

○○○合併

 住所

 氏名・年齢

 電話番号

町のことや広報につ

いてご意見・ご感想

をお聞かせください。

広
報
ク
イ
ズ
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た 

ご
意
見
な
ど
に
対
す
る
回
答

ＱＡＱＡ

Ａ Ｑ


